事後点検

	重油タンク損傷
	基礎、地盤の沈下等によりタンクの傾斜、破損がないか確認する。

タンク本体に損傷等がないか確認する。

浮き屋根の損傷等がないか、次の方法等により確認する。

(ｱ) 目視による危険物の滞留及び滲みの有無の確認

(ｲ) 浮き室内の臭気の確認

(ｳ) ガス検知器を利用した可燃性蒸気濃度の測定

配管の接続部（フランジ、エルボ等）からの危険物の流出がないか確認する。

配管に変形亀裂等がないか確認する。


地盤、排水溝、油分離装置に亀裂、破損がないか確認する。

防油堤の目地部分、角部分等に亀裂、ずれがないか確認する。

消火設備の泡薬剤、水源タンクの基礎、地盤に損傷、亀裂がないか確認し、併せて消火配管等の接続部分、架台と固定している部分等に変形、破損が

ないか確認する。

その他の設備に異常がないか確認する。

防災資機材の保管状況に異常がないか確認する。

	高圧（低圧）電気設備
	受電設備外観点検

高圧回路絶縁測定による異常の有無

高圧回路耐圧試験による異常の有無

HCR電源確保し復電操作　

	受水槽、蓄熱槽等の損傷水位異常の有無
	外観（槽）損傷の確認

配管損傷の確認

槽内部（ボールタップ等）の損傷の確認

水槽内に異物の混入の有無　

	ボイラー、送風機その他搬送機械の異常　
	ア 圧力計、水高温度計及び温度計

（ア）指針に異常のないことを確認する。

（イ）ガラス及び文字板に汚れ及び損傷のないことを確認する。

イ 水面計及び連絡配管並びに水位検出器用連絡配管

（ア）コック又は弁の開閉状態が正常であることを確認する。

（イ）水面計、低水位遮断装置及び水面制御装置の機能に異常のないことを確認する。

ウ ボイラー水位水面計の水位が安全低水位以上の位置にあることを確認する。

エ 燃料及び給水系統

　（ア）弁の開閉状態が正常であることを確認する。
　（イ）燃料又は水漏れがないことを確認する。

オ バーナー

（ア）燃料噴射ノズルから燃料漏れがないことを確認する。

（イ）炎口部にすす、未燃物等による汚れがないことを確認する。

（ウ）バーナーの装着状態が正常であることを確認する。

カ ボイラー燃焼室

耐火材の脱落、カーボンの付着等がないことを確認する。

キ 煙道ダンパー

ダンパーの開き具合及びその固定状態に異常のないことを確認する。

ク ボイラー室の換気

換気状態が良好に維持されていることを確認する

ケ 吹出し作業 （鋼製ボイラーに限る）　。

（1） ボイラー水の濃縮状態に応じて吹出しを行う。

（イ）吹出し作業終了後、吹出し弁の閉止状態に異常がなく、弁及び配管から漏れがないことを確認する。



	
	

	
	コ 給水軟化装置 （鋼製ボイラーに限る）

（ア）装置出口の水に硬度リークがないことを確認する。

（2）起蒸時

（イ）再生用食塩の保有量が適切であることを確認する。

サ 燃料

（ア）油だきボイラーは、燃料タンクの保有量が適切であることを確認する。

（イ）ガスだきボイラーは、一次側ガス圧力が正常であることを確認する。

（ウ）パイロットバーナーを付属するボイラーは、点火用燃料源の状態に異常のないことを確認する。

シ 給水タンク

（ア）水位が常用水位以上にあることを確認する。

（イ）入口及び出口弁が確実に開いていることを確認する。

ス 薬液タンク （鋼製ボイラーに限る）

清缶剤等の薬液タンク内の保有量が適切であることを確認する。

セ プレパージ動作

（ア）動作時問に異常のないことを確認する。

（イ）比例制御又は Hi-Low-Off 制御方式のボイラーにあっては、プレパージ中に空気ダンパーが十分な開度まで開いていることを確認する。

ソ バーナー

（ア）点火スパーク及びパイロットバーナーの火炎の色及び大きさに異常のないことを確認する。

（イ）主バーナーの点火時に、バックファイヤー、著しい黒煙の発生、異常な燃焼音、振動等がなくスムーズに点火することを確認する。

タ 燃焼安全装置

（ア）主バーナーの燃焼中に火炎検出器の受光面を遮蔽した場合に、直ちに安全遮断弁が閉止し、バーナーが消火することを確認する。

（イ）バーナー消炎後制御盤の警報が鳴り、断火表示灯が点灯することを確認する。

（3）ボイラー運転中

表示が点灯することを確認する。

チ 低水位遮断装置

バーナーの燃焼中に水位検出器下部の吹出し弁又はコックを開き、検出器内の水位を一時低下させ、弁又はコックを閉止した場合に、安全遮断弁が閉止し、バーナーが消炎すること及び同時に制御盤の警報が鳴り、低水位表示灯が点灯することを確認する。

ツ 水面計 （鋼製ボイラーに限る）

（ア）水面計の水側、蒸気側及び吹出し側コックの開・閉操作をした場合に、水及び蒸気側の流通状態に異常がないことを確認する。

（イ）2 本の水面計の指示水位に著しい誤差がないことを確認する。

テ 水面計取付水柱管及び水位検出用連絡配管（鋼製ボイラーに限る）

（ア）連絡配管、弁及びコック等から水又は蒸気の漏れがないことを確認する。

（イ）水柱管及び水位検出器下部の吹出し弁を開き、内部に付着するスケールその他の異物の清掃を行う。また、清掃終了後は、水側及び蒸気側の弁が開き、吹出し弁が閉止し、漏れがないことを確認する。

ト 吹出し装置 （鋼製ボイラーに限る）
　吹出し弁及びその接続配管からの漏れがないことを確認する。


	　消防設備
	火災時は、火災マニュアルに基づき消火活動に努める。

火災の確認

停電の有無

外観損傷の確認

設備動作確認
　


